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In order to promote the efficient maintenance, management and operation of city parks, we are going to identify 

new technologies that are highly useful and at the stage of implementation in city parks, and develop methods for 

their implementation. In FY2024, we identified several new technologies that can be implemented in city parks, and 

conducted interview surveys with park managers and developers of the new technologies, and field surveys of parks 

where the new technologies have been introduced. In addition, based on these findings, we examined and organized 

each case of new technology, and created a draft technical report for the use of each new technology. 

 

［研究目的及び経緯］ 

人口減少・少子高齢化が進展する中で、労働力の不

足が見込まれ、国土交通省の各種公共事業等の分野に

おいても、生産性向上が不可欠となっている。これら

の課題解決に向けた新技術の導入に関し、公園緑地分

野においては実装可能な新技術は多いが、その実装化

にあたっての課題を十分に検討していないために、普

及していない有用な新技術が多数存在する。そのため、

本研究では、過年度の研究より明らかとなったこれら

の導入事例について、いくつかの事例を抽出し、その

実装化に向けた具体的な検討を進めることとしている。 

令和６年度は、都市公園で実装可能な新技術として、

地方公共団体の都市公園でも先進的あるいは試行的に

導入されている利用者人流解析、小型モビリティ※によ

る移動、情報の提供及び発信を抽出し、導入している

公園の公園管理者及び対象新技術の開発業者等へのヒ

アリング調査を実施し、導入にあたっての課題・留意

点を整理した。また、それらの調査結果を元に、対象新

技術毎に都市公園における新技術活用のための技術資

料(案)を作成した。 

 

［研究内容］ 

1. 都市公園で実装可能な新技術の調査  

1)対象新技術毎の事例の抽出 

①利用者人流解析 25 事例、②小型モビリティによ

る移動 10 事例、③情報の提供及び発信 10 事例を、

「活用方法・目的及び新技術の種類」、「実装難易

度」、「施設・公園規模」の３軸で偏りが少なくなるよ

う、文献調査により抽出した。  

実装難易度はイニシャルコスト(導入時のコスト)、

ランニングコスト(運営管理におけるコスト)、規制・

スキル(法規制や導入・運用に必要なスキル)をもとに

評価した。 

2)公園管理者及び新技術開発業者等へのヒアリング 

調査 

1.1)で抽出した３つの対象新技術毎の事例につい

て、主に都市公園で導入(実証実験でも可)されている

事例から各５事例程度の公園等を抽出し、公園管理者

等に導入実態(新技術の概要、導入経緯、利用方法、

維持管理、従来方法との比較、課題・留意点)につい

てのヒアリング調査を行なった(表-1)。また、上記の

箇所で用いられている新技術の製品（各対象新技術と

も 5 または 6 製品）の開発業者等を中心に、新技術の

概要や課題・開発動向等についてのヒアリング調査を

行った。ヒアリング調査方法は、対象新技術毎に調査

票を作成して実施した。 

2. 新技術活用ための技術資料(案)の作成 

過年度調査結果及び 1.の調査結果等をもとに対象

新技術毎に、公園管理者が活用可能な都市公園におけ

る新技術活用のための技術資料(案)をそれぞれ作成し

た。技術資料(案)の構成は、①利用目的の整理、②該

当新技術の分類・特徴・メリット、③導入可能な都市

公園の特徴、④導入条件・手順（導入・運用コストを

含む）、⑤利用・維持管理方法、⑥導入にあたっての

留意点・課題、⑦今後の技術発展の展望、⑧導入事例

の紹介、とした。 

 

［研究成果］  

1. 都市公園で実装可能な新技術の調査 

公園管理者及び新技術開発業者等へのヒアリング調

査結果をとりまとめた。調査結果の抜粋を表-2 に示

す。 

 人流解析については、園内や駐車場等の公園施設の

混雑状況の把握や予測等に用いられている場合が多

く、公園利用者向けに情報を発信している場合と公園

管理者向けの情報の把握のみの場合があった。用いら

れている要素技術としては、AI＋カメラ、エッジ

AI、手動による Iot ボタン、携帯電話の位置情報など

の技術が用いられていた。課題・留意点としては、①

人流データの取得方法によっては、個人情報保護やプ

ライバシーの観点からの配慮などが必要であり、既存

の法制度やガイドライン等を順守する必要があること

や、②導入コストや導入目的、精度も含めた導入効果 

※本調査では、小型モビリティを、「自動車よりコンパクトで小回りが利き、公園内の地域の手軽な移動の足となる１人～２人乗り程度
の車両等で、広い公園等の移動を快適にし、また、身体の不自由な利用者の移動を助けることができるもの」と定義している。 



 

 
 

 

表-2 調査結果のとりまとめ（抜粋） 

表-1 公園管理者等へのヒアリング調査 



 

 
 

等について、事前に検討しておく必要があるなどがあ

げられた。図-1 に上野動物園が一般公

開している混雑マップの事例を示す。 

 園内モビリティについては、導入目

的としては、自動運転車両の導入、低

速で安全性の高い少人数で利用可能な

小型モビリティの導入（園内移動、ア

トラクション的な利用等）、公園から

周辺施設にも移動可能なモビリティの

シェアリングなどがあげられたが、自

動運転車両の導入については、地方公

共団体内の他の区域への展開も含めた

公園での実証実験である場合が多いと

予想され、まだ、実証実験段階のもの

が多いと考えられる。用いている要素

技術は、小型モビリティの導入では、

電動車いす、移動用小型車、搭乗型移

動支援ロボット（今回の調査ではアト

ラクション的な利用）などがみられ

た。なお、シェアサイクル事業はすでに多くの都市で

導入されており、地方公共団体主導で導入する場合

は、既存の公園利用者又は将来的な公園利用者の利便

の確保等に資するものとして、サイクルポートを公共

施設である都市公園に設置している場合も多いと考え

られる。 

リモートによる情報の提供及び発信については、導

入目的として、アプリによる公園の情報提供、

図-4 事例のとりまとめ（利用者人流解析） 

図-3 利用者人流解析活用のための技術資料
(案)目次（概要） 注）本文説明部分を黄色で着色                 

図-1 上野動物園混雑マップ 1) 

図-2 精華町 VRツアー（けいはんな記念公園）2) 



 

 
 

YouTube を活用した公園情報の発信、VR・AR による園

内情報の提供などがあげられた。用いている要素技術

は、専用アプリの利用による公園情報の提供、ネット

ワークカメラ＋YouTube、VR・AR 技術、ドローンによ

る撮影などであった。導入の経緯としては、コロナ禍

中に、外出せずに公園内の様子を伝えるツールとして

導入という事例が多かった。図-2 に精華町が町の観

光施設や公園等の 360 度バーチャルツアーを作成し、

町の HP で公開しているけいはんな記念公園の事例を

示す。 

2. 新技術活用のための技術資料(案)の作成 

 技術資料(案)の作成については、ここでは、3 つの

対象新技術のうち「利用者人流解析」の例を対象に説

明する。 

目次（概要）は、図-3 に示すとおり各対象新技術

とも基礎編・利活用編で構成し、基礎編では該当新技

術についての基礎知識を解説し、利活用編は導入にあ

たっての必要事項を示す項目立てとした。 

利活用編は、各対象新技術とも図-3 に示す項目立

てとし、「3.都市公園における利用目的の整理」で

は、各対象新技術とも導入フロー図(案)(図-5 参照)

を作成し掲載した。「10.導入事例の紹介」では、［研

究内容］1．で示したとおり各事例について１頁で紹

介した。 

 

［成果の活用］ 

 公園管理者が活用可能な都市公園における新技術活

用のための技術資料をとりまとめ、公表していく。 
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図-5 新技術（利用者人流解析）の導入フロー図（案） 


